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Effects of 6% tetrastarch or lactated Ringer's solution on blood coagulation in 
hemorrhaged dogs. 
【出血時の犬における 6％テトラスターチと乳酸リンゲルの血液凝固への影響】 

Diniz MS, Teixeira-Neto FJ, Gonçalves DS, Celeita-Rodríguez N, Girotto CH, Fonseca MW, Takahira RK. 

 

Introduction                                                                                       

・テトラスターチ（TS）は第三世代ヒドロキシエチルスターチ（HES）である。 

・医学領域では HES使用による腎障害のみならず、凝固障害との関連が示唆されている。 

・しかし、獣医学領域においては HESと凝固障害の関連は明らかにされていない。 

＜目的＞出血時の犬における TSおよび乳酸リンゲル（LRS）の血液凝固への影響を検討すること 

Materials and Methods                                                                              

・Animals: イングリッシュポインター(6頭, 体重 19.4-35.8kg, 47-48ヶ月齢, 雄 4頭/雌 2頭) 

・prospective, crossover study 

・実験の流れは Fig.1を参照 

・評価項目 

	 ◯ヘマトクリット、血小板数 

	 ◯一次止血評価：頬粘膜出血時間（BMBT） 

	 ◯二次止血評価：プロトロンビン時間（PT）、活性化部分トロンボプラスチン時間（aPTT） 

	 ◯ローテーショントロンボエラストグラフ（ROTEM） 

	 	 凝固時間（CT）、血餅形成時間（CFT）、α角度、最大血餅硬度（MCF） 

Results                                                                                             

・BMBTはいずれの治療後においても変化はなかった. 

・４時間後において、コントロールと比較して TS群の aPTTが延長した（p=0.045） 

・ROTEMの結果、CFTおよびα角度の増加と MCFの減少を両群で認めた。 

Discussion                                                                                          

・出血後の TSおよび LRSを用いた補液は一次止血を障害しないと考えられる。 

・TSは内因系凝固カスケードに影響を与える可能性が考えられる。 

・TSは希釈凝固障害を引き起こすが、等張晶質液と比較して出血リスクを上昇させるわけではない。 

・過去の報告と併せると、TSの凝固障害および腎障害は比較的少ないと考えられる。 

Review                                                                                             

・副作用が許容できる範囲なら積極的に使用が推奨されるポジティブなデータ。 

・またまだ未知の部分もあり、症例の状況をよく判断した上で使用すべき。 

・研究規模が小さいため、今後の臨床研究に期待される。 

・健常犬を用いているため、敗血症や腫瘍など凝固異常が疑われる症例での情報が求められる。  
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Table 1 

Figure 2 トロンボエラストグラフについて Figure 1 実験プロトコル 


